
 
これから地域福祉活動計画を策定する社会福祉協議会（主にプロジェクトチーム）に向けたＱ＆Ａ

になります。 
 岡⼭県社会福祉協議会作成の『地域福祉活動策定に向けて 〜策定プロセスごとのワンポイントア
ドバイス』『ワンポイントアドバイス事例集 困ったときに、これ⼀冊！！地域福祉活動計画お助け本』
も参照ください。 http://www.fukushiokayama.or.jp/chiiki/chiiki.htm 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ケース①：職員会議で全職員を対象に「計画の必要性等」について、説明。そ
の後、各部所等から⼈選し、プロジェクトチームを編成。 
ケース②：各部所等から⼈選し、最初にプロジェクトチームを編成。計画の必
要性について理解し、スケジュールや職員周知の⽅法等を検討。その後、プロ
ジェクトチームを主体として、職員会議等において全職員へ周知。 
参考：冊⼦「地域福祉活動計画策定に向けて 策定プロセスごとのワンポイン
トアドバイス」P.5 

地地域域福福祉祉活活動動計計画画策策定定をを検検討討すするる社社協協ののたためめののＱＱ＆＆ＡＡ  
社社会会福福祉祉法法⼈⼈  岡岡⼭⼭県県社社会会福福祉祉協協議議会会（（22001100..66））  

社協が主体となって、地域福祉活動計画を住⺠とともに策定
しようと検討しているのだが、社協の事務局体制として、どの
ようにすればよいだろうか？ 

まず、全職員の共通認識がないと策定できません。 
計画に対する全職員の意識改⾰を⾏うため、社協の使命

や計画策定の必要性について合意形成が必要となります。 
そのため、職員会議や研修の場において、全職員の合意

形成・共通理解を図っていくことが重要なポイントです。 
その後、効率的かつ効果的に計画策定を進めるためにも、

各⽀所や各部所・事業所から⼈選し、プロジェクトチーム
を編成し、組織全体への周知、さらには全職員が参加して
いける体制づくりを考えていく必要があります。 
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先にあったように、全職員への周知とプロジェクトチームの
編成は⾏いました。 

次に、何から取り組めばよいのでしょうか？ 

全職員へ周知した反応はどうでしたか？また、プロジェク
トチームに⼈選された⽅々はどのような反応ですか？ 

その状況を⾒据えて、全職員やプロジェクトチーム内での
合意形成・共通認識づくりを深めることが必要です。 

職員向けにアンケートを実施しているケースもあります。 
また、プロジェクトチームの核となるリーダーを決定し、

会議開催にあたっての決まりごと（会議共有・情報発信・連
絡の仕⽅、開催時間、検討時の留意事項など）を決定し、会
議が円滑に進めるルールづくりを考えてみましょう。  
参照：「ワンポイントアドバイス事例集 困ったときに、これ
⼀冊！！地域福祉活動計画お助け本」P.22〜p.29 

◀⽟野市社協全職員向けに  
「福祉活動計画かわらばん」を作成 

▼倉敷市社協 「地域福祉活動計画ブログ」
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スケジュール例  4 ⽉    5 ⽉   6 ⽉    7 ⽉    8 ⽉   9 ⽉   10 ⽉    11 ⽉  12 ⽉    1 ⽉    2 ⽉     3 ⽉ 

事前準備 社協内での合意形成、スケジュール、策定委員会開催へ向けた検討、事業計画・予算化 役員会で承認 
1 年⽬ 委員選出 委員会 委員会  委員会  委員会 部会 委員会 部会  

2 年⽬ 委員会 部会 委員会 部会 委員会 部会 委員会 委員会   

社協 活動計画⾻⼦を踏まえて、社協事業のスクラップ＆ビルド（実施計画）※ 役員会で承認 

住⺠・団体・⾏政等 活動計画⾻⼦を踏まえて、具体的な実施計画を策定 

※社協においては、活動計画⾻⼦の策定動向を踏まえ、既存事業等がどの基本⽬標に位置付けられる
のか検討（スクラップ＆ビルド）し、次年度からの事業計画が活動計画とリンクするように整合性
をはかっていく必要があります。 

プロジェクトメンバーでも合意形成・共通認識づくりができ
ました。 

計画策定に向けて何を検討していけばよいでしょうか？ 

次に、スケジュールを組み⽴てるため、以下について検討
してください。 
●⼤まかな策定スケジュールの理解 
●地域福祉活動計画の完成を予定する年度・期⽇。 
●⾃治体担当者への連絡と会議への参画依頼。 
●策定委員会及び作業部会等の体制および⼈選。 
●策定委員会における学識経験者の検討。 
●策定委員会（部会含む）設置要綱の作成。 
●策定委員会の⼤まかな⽇程及び内容。 
●第 1 回策定委員会開催の⽇程及び内容。 
●ニーズ把握の⼿法。また、アンケート実施時期。 
●（ニーズ調査表等の作成） 
●地域福祉活動計画策定にともなう予算。 
参照：『地域福祉活動策定に向けて 〜策定プロセスごとのワ
ンポイントアドバイス』『ワンポイントアドバイス事例集 困
ったときに、これ⼀冊！！地域福祉活動計画お助け本』 
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●⼤まかな策定スケジュールの理解 
 地域福祉活動計画策定に向けたスケジュールとして、「何を
検討し」「どういう流れで進めていくのか」という⼤まかなス
ケジュールを理解しておく必要があります。 

参照：『地域福祉活動策定に向けて 〜策定プロセスごとのワンポイントアドバイス』P.9〜 
『ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ事例集 困ったときに、これ⼀冊!!地域福祉活動計画お助け本』P.8〜 

●地域福祉活動計画の完成を予定する年度・期⽇ 
 策定委員会が開催されてから、概ね 1 年〜1 年半の期間、策定委員会及び部会等で協議する
ようになり、社協での策定に向けた検討期間も含めると 2 年間は想定しておく必要がありま
す。⼤まかな策定スケジュールを考慮し、計画完成予定の年度・期⽇を検討し、⽬標とするこ
とが重要です。  
●⾃治体担当者への連絡と会議への参画依頼 

⾃治体と⼀体的計画を策定する場合は、社協としてある程度の考えを持って⾃治体担当者と
打ち合わせをするなど、意⾒交換の場を早急に設けておいた⽅がよいことが想定されます。 

場合によっては、⾃治体と社協の合同プロジェクトが必要になる場合もあります。 
⾃治体と⼀体的計画策定とはならない場合で、地域福祉計画を既に策定されている⾃治体の

場合は、遅れて計画を策定することから、⾃治体担当者から地域福祉計画との整合性も考慮し
て、教えていただくという姿勢で連絡し、会議へ参画をお願いした⽅がよいと思われます。 

また、地域福祉計画も策定されていない場合でも、⾃治体の担当者へ、社協が主体となって
活動計画を策定していくことを伝えるとともに、会議への参画をお願いすることによって、社
協理解や地域福祉計画の促進に繋げましょう。 

また、⾃治体関係部所から策定委員会に参画いただく場合もありますので、事前の情報提供
が必要になります。 
●策定委員会及び作業部会等の体制および⼈選 
 策定委員会とは別に部会をもうけていくのかどうかを検討し、各々どのような役割なのかを
明確にしておく必要があります。※事務局等も含めた体制図を作成している場合もあります。 
 また、策定委員会（および部会）の⼈選については、地域性、⼈数、関係性等も考慮しなが
ら、地域で活動されているキーパーソンを選出することが重要なポイントです。新たな⼈材の
発掘の場として、公募形式を実施している場合もあります。 
参照：『地域福祉活動策定に向けて 〜策定プロセスごとのワンポイントアドバイス』P.11〜 

『ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ事例集 困ったときに、これ⼀冊!!地域福祉活動計画お助け本』P.10〜 
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 県内では、以下の先⽣⽅に関わっていただいている（いた）状況です。 
元美作⼤学 福祉のまちづくり学科教授 ⼩坂⽥稔 ⽒ 総社市、美作市、久⽶南町 
元吉備国際⼤学 社会福祉学科教授 塚⽥健⼆ ⽒ 津⼭市 
川崎医療福祉⼤学 医療福祉学科准教授 新井 宏 ⽒ 倉敷市、⽟野市 
平成福⼭⼤学 福祉学科教授 藤井 悟 ⽒ 笠岡市 

 ※岡⼭県社協では、アドバイザーとして参画させていただくようお願いしております。 
●策定委員会（部会含む）設置要綱の作成 
 策定委員会における⽬的、委員構成、任期などについて、取り決めごととして要綱作成をす
る必要があります。岡⼭県社協に数種の要綱資料がありますので、参考にお渡しできます。 
●策定委員会の⼤まかな⽇程及び内容 
 策定委員会について、どのような内容を実施するか、それによって開催回数を決定し、おお
まかな⽇程を決める必要があります。 

※委員会の状況によっては、回数の増減がありますが、それも想定して検討が必要です。 
●第 1 回策定委員会開催の⽇程及び内容 
 第 1 回策定委員会の開催までに、策定委員会開催要綱、スケジュール等を決めておく必要が
あります。それらの期間を計算して、開催期⽇を決定する必要があります。 

第 1 回策定委員会当⽇は、計画の必要性について理解いただく取り組み（例：講演等）とと
もに、委員⻑・副委員⻑の選任と今後のスケジュール、委員会体制等について検討し、今後何
を検討していくのか、委員会の⽅にもイメージができる配慮が必要になります。 
 
 
 
 
 
 
 

●策定委員会における学識経験者の検討 
 学識経験者の⽅に策定委員会の委員⻑に就いていただくこと
が多いですが、アドバイザーや顧問として関わっていただく場
合もあります。 

 

１．開会 
２．挨拶 ●●●社会福祉協議会会⻑ 
３．委嘱式 
４．委員⾃⼰紹介 
５．講演「地域福祉活動計画とは」 
６．●●●市の福祉の現状について

７．協議事項 
(1) 策定委員会設置要綱について 
(2) 委員⻑・副委員⻑の選任について 
(3) 今後の進め⽅について 
 （組織体制、策定までのｽｹｼﾞｭｰﾙ等） 
(4) その他

⽇程例 
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参照資料 
『地域福祉活動策定に向けて 〜策定プロセスごとのワンポイントアドバイス』 
『ワンポイントアドバイス事例集 困ったときに、これ⼀冊！！地域福祉活動計画お助け本』 

⼀般的にはアンケート調査ですが、地域や年齢層などに⼯夫し、幅広い層のニーズ把握や地
区座談会や当事者組織へのヒアリングなど、あらゆる⼿段で⾏い、少数派の意⾒も吸い上げら
れる視点が必要です。 

また、アンケート調査等を策定委員会の開催前か委員会の中で実施するかを検討する必要が
あります。どちらもメリット・デメリットがありますが、委員会前に実施しまとめていれば、
近々のニーズについて知ることができ、福祉意識が⾼まることが想定されます。委員会の中で
検討するのであれば、策定委員からの意⾒も反映でき、参画意識が⾼まることが想定されます。 
参照：『地域福祉活動策定に向けて 〜策定プロセスごとのワンポイントアドバイス』P.15〜 

『ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ事例集 困ったときに、これ⼀冊!!地域福祉活動計画お助け本』P.14〜 
●（ニーズ調査表等の作成）※策定委員会開催前にアンケート調査を実施する場合 
 アンケート調査では、何を明らかにするのかを明確にし、その結果についての仮説を⽴てて
内容を検討していくことが重要です。でないと、何故こんなことを聞いたのか、意味のない結
果となってしまう恐れがあります。 
参照：『ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ事例集 困ったときに、これ⼀冊!!地域福祉活動計画お助け本』P.16〜 
●地域福祉活動計画策定にともなう予算 
 策定に関しての予算としては、以下が想定されます。 
 ▶策定委員会開催費：委員⽇当、委員旅費、会場費、飲⾷代 ※回数分 
 ▶アンケート調査費：郵送代、アンケート印刷費 
 ▶冊⼦作成費：計画書を作成する場合は、その印刷費⽤が必要になります。 
 あとは、事務連絡等にかかる事務費になります。その他にも、委員の意識・資質向上を⽬的
に先進地視察、住⺠の⽅の意識啓発に向けた講演会などの開催などを想定される場合がありま
すので、その場合の費⽤が必要になります。 

●ニーズ把握の⼿法、また、アンケート実施時期 
活動計画策定の根本となるのが地域の住⺠や当事者の⽣活・

福祉ニーズです。そのためにもニーズ把握は、重層的な取り組
みが必要となります。 
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計画の実⾏度を⾼めていくためには、計画の策定段階から 
策定後の進捗管理・評価体制を⼗分検討し、明確化しておく 
ことが重要です。 
 そのためにも、計画策定途中において、「誰が」「いつ」「何を」「どこで」「どのように」する
のかを意識した内容を実施計画に位置付けて策定する必要があります。 
 
基本⽬標 活動⽬標   具体的事業   ●年度 ●年度 ●年度 
①●●●●●  ①●●●●●●  ●●●●●● 

●●●●●● 
        ②●●●●●●●●● ●●●●●●●●● 
②●●●●●  ①●●●●●●  ●●●●●● 
        ②●●●●●●  ●●●●●●●● 
 上記は誰にでも⾒やすいようにしていますが、実際の具体的事業においては、企画書的なも
のに落とし込みができれば、よりはっきりと「誰が」「いつ」「何を」「どこで」「どのように」
するのかがわかることになります。これによって、進捗管理・評価がしやすくなります。 

評価の仕組みづくりについての想定

⾃治体での各種計画（地域福祉計画、⽼⼈福祉計画、次世代育成計画、障害者⽀援計画等）
を確認し、サービス・施策状況を把握しておく必要があります。 

それは、これから地域福祉活動計画を策定していく中で、ニーズを抽出していきますが、そ
のニーズに対応するサービスがあるのかどうか、また、少し改善すれば利⽤できるサービスで
あるのではないか、そんなことが考えられますので、地域にどのようなサービス・施策、また
社会資源があるのかを把握しておく必要があります。 

⾃治体策定の各種計画の把握 

地域福祉活動計画が『絵に描いた餅』にならないように！ 
 計画は策定できたが、実際には実施できない・進めていけない計画にならないよう、背伸び
せず、着実に推進できる計画づくりを⼼掛けてください。 

また、地域福祉活動計画を進めるため、社協の組織体制等を検討する必要がある場合もあり
ますので、社協発展・強化計画も並⾏して策定してくことも考えられます。 

その他 
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「地域福祉活動計画」と「社協発展・強化計画」の違いについて 

〜 地域福祉活動計画と社協発展・強化計画どちらを先に策定した⽅がよいか？ 〜 
 
「地域福祉活動計画」は、市町村社協の呼びかけのもと、地域住⺠・当事者をはじめ、地域におい

て福祉活動を⾏う関係者や各種ボランティア・ＮＰＯ、さらには保健・医療・福祉の専⾨職等が集い、
相互協⼒して策定する⺠間の⾏動計画です。 
 このことから「地域福祉活動計画」は社協が呼びかけ役となり、地域住⺠をはじめとして、地域の
多様な活動主体（機関・団体）とともに策定していくことを基本に捉える必要があります。 
 「社協発展・強化計画」は、社協の事業展開・組織についての⼀定期間の中⻑期的な指針として策
定される計画のことをいいます。 
 そのため、地域住⺠や⺠間団体の協働計画である地域福祉活動計画と、社協強化・発展計画とは分
けて考える必要がありますが、地域福祉活動計画づくり（「地域の課題把握・明確化」「解決策の検討」
「計画化の協議」「計画実践」「実践評価」といった⼀連のプロセス）を進めていくうえでは、整合性
を図っていく必要があります。 
 

区分 地域福祉活動計画 社協発展・強化計画 

策定主体 
社協と多様な活動主体 

※社協は、事務局を担う 
社協 

策定する内容 
地域社会における 

諸事業、活動の総体 
⼀定期間（３〜５年）の事業 

留意事項 

地域社会全体の社会福祉諸サービ
スや地域福祉活動について、公⺠
協働を基本に、住⺠や⺠間の総合
的名⾏動計画として策定。 
住⺠参画が⼤前提。 

社協の事業・組織・財政を中⼼と
した評価を⾏い、基盤整備やビジ
ョンについて明らかにする。 
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Ｑ．「地域福祉活動計画」と「社協発展・強化計画」どちらを先に策定した⽅がよいのか？ 
Ａ． 社協発展・強化計画は、現在の事業評価を⾏い、これからの事業展開を検討します。その際、

計画した事業が、絵に描いた餅にならないよう、組織体制や財政⾯も検討することとなっていま
すが、社協だけで考えた場合、社協の活動原則である「住⺠ニーズ基本の原則」や「住⺠活動主 
体の原則」を踏まえて検討されたのかどうかがポイントになるのではないかと思います。 

 
今までの事業において、地域のニーズ把握がしっかりできていれば、そこから事業企画・⽴案がで

き、そのための体制・財政を検討ということは可能だと思いますが、あまり地域のニーズが把握でき
ていないのであれば、ニーズに副った事業展開がなされない可能性もあります。 
 したがって、住⺠のニーズを把握し事業展開につなげるという点からも、まずは地域福祉活動計画
を策定していくことが良いのではないかと考えています。 

また、地域福祉活動計画を策定していくなかで、社協の役割や社協が実施していく事業を検討する
こととなりますが、その際に、「やらなければならないこと」「できること」「しなくてもよいこと」「チ
ャレンジする（したい）こと」等に整理するとともに、組織体制や財源についても考えていくことに
より、社協発展・強化計画が策定できるのではないかとも考えます。 
 
地域福祉活動計画を策定していく段階で･･･ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社協強化・発展計画 
社協の役割（事業）を考える上での体制・財政⾯も検討する。 
 

社協強化・発展計画が作られている場合は、地域福祉活動計画の策定過程において、社協の役割（具
体的な事業）が明確になりますが、⽬標達成できるよう組織体制や財政⾯について考えることにより
社協強化・発展計画を⾒直しながら整合性を図っていく必要があります。 

基本⽬標 推進⽬標 具体的事業

住⺠の役割 

各関係者の役割 

社協の役割 これらの事業をする
には、組織体制や財政
⾯も考えないと・・・


